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英語学習における意欲の向上
甲田直喜
遠藤祥雄
1．はじめに
　近年、大学における英語教育についての議論が高まり、社会的要請に応え
られる教育体制を再構築する試みが成されている　しかし実際問題として、
カリキュラム等の内容を改変したとしても、教室内で指導者が学習者に対し
て提供する学習指導の時間は物理的に限られている・さらに自明なことだが、
教室で行う学習指導のみで、飛躍的に語学力が身につくとは到底言い難い，
このことは言い換えれば、語学学習の場合、結局のところ学習者の自発的な
学習意欲に期待する部分が、大きな比重を占めるということに行き着くので
あろう・どのように優れた学習教材やカリキュラムが考案されても、それを
実際に利用する学習者が自発的に学習に取り組む姿勢を持たなければ、その
意昧の大半は失われる1，特に言語学習においては、総合的・持続的学習が
他の分野の学習以⊥に要求されるため、学習者の学習意欲を向上・喚起する
ことがより大きな意昧を持つと思われる
　以前より、学習意欲については、第二言語学習の分野のみならず、心理学
的分野においても定義・考察が行われている・その結果、学習意欲の表出は、
多種多様で複雑な要素が関連していることが分かっている、
　本稿は、大学における英語学習者の学習意欲を阻害するとされる問題点を
考え、それをもとに学習意欲を向上・喚起させる諸要因について、実例を踏
まえて検証することを目的とする
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2．学習意欲減退の諸要因
　学習意欲向上の諸要因を概観する前に、それを阻害すると考えられる幾つ
かの潜在的な問題点について振り返っておきたい　そもそも、程度の差こそ
あれ高等教育を受ける志を持ち、大学の教室に席を占める者が、その意欲を
減退あるいは最初から無くしていることは、冷静に考えれば非常に大きな問
題であり、看過することは出来ないはずである．しかし最近、巷間言われる
「ゆとり教育が学ぶ意欲を奪っている」「少子化・大学全入時代到来に伴う学
生の競争意識欠如」等の指摘に関しては、賛否・検証を含めて本稿の対象で
はない　本稿では、指導者、すなわち実際に指導を行う大学の教員が問題点
として指摘し、さらに改善該当事項として挙げている要素が、学習者の学習
意欲を阻害する一因に成り得るのか考えてみたい．
　　A．学力不足
　大学英語教育学会実態調査委員会が、2003年にまとめた『わが国の外国語・
英語教育に関する実態の総合的研究一大学の外国語・英語教員個人編』（以
下『実態の総合的研究』）によれば、大学における英語教育の問題点、及び
改善すべき点として、実際に指導に当たる教員から指摘が多かったのは、次
の4項目である．
×学における英語教育の主な問題点（複数回答）
　　　　項目
（D学生0）意欲と学力の低下
（2）英語教育への過大な期待
（3）国の外国語教育政策
（4）カリキュラム
回答率
64．5％
22．7％
22」％
21．9％
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大学における英語教育の改善すべき点（複数回答）
　　　　項目
（1）クラスサイズ
（2）学生の意欲・学力
（3）英語教育の目的・目標
（4）カリキュラム
回答率
42．8％
36．5％
29．0％
28．0％
　クラスサイズに関する点を除けば、「意欲と学力の低下」に関する指摘が
突出していることが判然とする　上記両調査を見ると、どちらにおいても「学
力」と「意欲」が密接な関係であることを認める教員が多いことが分かり、
興昧深い、さらに『実態の総合的研究』によれば、「学生の意欲・学力」を
改善すべき点であると指摘する大学英語教員の53．6％が「入学時に大学教育
レベルまで達していない学生の英語力」を、同34．2％が「入学以前になくなっ
ている英語学習意欲」を第一の問題としている、英語教育に限らず、大学生
の学力低下は既に社会問題化された感があるが、実際の教育現場で英語教育
に従事する教師の指摘は、この問題が社会で認知されている以上に一層深刻
化し、抜き差しならない状況であることを物語っている．
　既に述べたように、「少子化」や「ゆとり教育」と学力低下との因果関係が、
長期的観点から実証されていない以上、本稿で触れるところではない一「学
力が低いから意欲がない」のか「意欲がないから学力が低い」のかという際
限のない議論がある一方、現実問題として、×学生の英語の学力が年々低下
していること、そしてそのことが学習意欲の減退と密接な関係があることは、
否定することが出来ない　大学入学時における学生の「英語力」については、
次の報告の中に現状を見ることが出来る，
「4月の大学1年のライティングのクラスをのぞいてみよう、黒板には、
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WI’itc　an　essay　aboしlt　a　recelll　trip　you　had　in　Japan．と書いてある　辞書の使用
は可、教師の助二を受けても良い　40分の間に、⊥のタイトルで出来るだ
け長い英作文を書きなさいと言われて、既に20分が過ぎている　50人のク
ラスで、7、8人は書き出してはいるが、×部分の学生は、机⊥の白紙を呆
然と眺めているばかり　30分が過ぎると、書き出す者が増えてくるが、日
本語で書いて英訳したり、脈絡もない文が多い　40分が経過した後で用紙
を回収し、クラスの平均を算出すると、総語数で130語前後、一文の長さは7、
8語、しかも、誤りのない文は50％に過ぎないのである　また、意昧不明の
文も多く、文章としてのまとまりもない」（佐野1997）
　学生の学力不足に関しては、反作用的な問題を抱えながらも、×学の各教
育現場で「補習的な授業の開講」「習熟度別クラスの編成」等の手当てが成
され、基本的な「英語力」の習得を目指している・学生に対して、基本的な「英
語力」を、どの範囲まで期待するかは、一概には括り得ない　しかし、少な
くとも：i：She・can’t・swims．という類の英文を書く×学生がいても、昨今では
特に驚きに値しないのが現状である以」二、何らかの形で学生の学力不足を補
う必要があろう　ただし確実に言えるのは、上記の報告にあるような状態で
は、学生の学習意欲は助長され得ないということである一t言い換えれば、教
師が求める英語力と現実に学生が有する英語力に決定的な乖離があり、最初
から学生の理解にマイナスとなっている　理解出来なければ、意欲が減退す
るのは、むしろ当然であり、「外国語学習の成否に影響するmotivationに決
して望ましいものではない」（Gardner　1985）
　『平成14年度高等学校教育課程実施状況調査』（国立教育政策研究所教育
課程センター2004）は、全国の国公私立高等学校3年生の83．lc／・が英語学
習の重要性を認識しているが、英語学習に対して非好意的態度、すなわち勉
強嫌いが55．1％に上ることを報告している．この非好意的態度が起因する
主要用件に、当然のことながら「難しい」「分からない」ということが挙げ
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られる（羽鳥、松畑1980）　これらの報告は、いみじくもGardnerの「理解
不足～意欲減退～外国語学習成否への悪影響」を言い得ている感がある．し
かし問題は、これらの報告に従えば、・半数以トの学生が大学入学の時点で「難
しい・分からない一英語の勉強が嫌い」というところにある　特に、非英語
専攻の学生において、この傾向が顕著であることは容易に想像されるが、『実
態の総合的研究』の筆頭項目に挙げられている対象もこれを指すのであろう
従って、学力不足に対する有効な対策を、各教育現場の事情に合わせて、今
後ますます積極的に立てていく必要があろう、
　　B．クラスサィズ
　『実態の総合的研究』における「大学における英語教育の改善すべき点」
で筆頭項目に挙がっているクラスサイズに関して考えてみたい。「実態の総
合的研究』によれば、ほぼ半数の教員がクラスサイズの改善、すなわち現在
のクラスサイズをより小さくするべきであると考えている　授業内容・形態
によって、具体的に1クラス何人という検証は個々に行われるべきであろう
し、上記調査のように、「適正なクラスサィズになっていない」とする教員
が半数近くに上る現状では、適正なサイズの効力を検証すること自体が困難
であるのかも知れない　ただし、クラスサイズが大きい場合、学習者にとっ
て以下のような弊害があることは確かである（Hayes　l997）．
1　物理的空間の狭さから生じる圧迫感・居住性の低下
2　学習者同士が行う言語活動の減少
⑧　学習者の問題行動に対する指導者の統率力低下
．ユ．学習者に対する指導者の個別対応時間の減少
5　学習に対する評価方法への不満
これらの弊害の中で、・3‘～⑥は言い換えれば、×人数クラスでは指導者の
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個別対応が困難になるということである　「クラスの人数が多すぎて、授業
中、教師と話す時間が殆どない」というのは、英会話等のクラスでよく聞
く学生の不満であるが、このことが示す通り、個別対応の不足は学習者の意
欲に少なからず影響を与える可能性は否定出来ない　さらに、第二言語学習
の側面から、クラスサイズが大きい場合の問題点として、以下のような報告
もある（Locas　tro　2001）
　　教育的観点
　　・　スピーキング、リーディング、ライティングのタスク実行が困難
　　・　作業を監視し、フィードバックの付与が困難
　　・　作業の個別化が困難
　　・　コミュニケーションタスクの設定が困難
　　・　実行に労hを必要とする言語活動を回避する傾向が顕著
‘i．1．授業運営の観点
　　・　多数のエッセイ添削が不可能
　　・　ペアワーク、グルーフワークの実施が困難
　　・　騒音が生じ、隣接クラスに悪影響
　　・　授業時間中、全ての学習者に注意を払うのが困難
　　t　学習者の規律遵守が困難
3　情意面の観点
　　・　個々の学習者の名前を把握することが困難
　　・　学習者と良好な関係構築が困難
　　・　理解が不足すると予測される学習者への配慮不足
　　・　学習者の集中力維持
　第二言語学習の側面から見ても、クラスサイズが適性を欠いた場合、学習
者への個別対応が不足することが問題点として幾つか指摘され、それが学習
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者の意欲減退に繋がる可能性は充分に考えられる　ト記1の「教育的観点」
項目の中には、多分に教科教育法の領域と密接な関係があり、その方面から
の改善策が提示されることに期待出来るものも含まれる　しかし、2「授業
運営の観点」及び‘：〉「情意面の観点」項目の中には、教科教育法のさらな
る研究、f固々の教員の指導力等に全てを頼るという姿勢では、必ずしも充分
な改善が見込めないものも含まれている「騒音が生じ、隣接クラスに悪影響」
「学習者の規律遵守が困難」「個々の学習者の名前を把握することが困難」等、
物理的な問題はもちろんであるが、「授業時間中、全ての学習者に注意を払
うのが困難」「理解が不足すると予測される学習者への配慮不足」「学習者の
集中力維持」等は、前章で見た到達度の低い学習者の意欲低下につながる深
刻な問題である．これらは、英語学習に対して、潜在的に非好意的態度を持
つ学習者にとって、さらなるマイナス要因になることが予想されるものであ
る，これまで、適正なクラスサイズを測定する個々の調査・検証が充分に行
われてきたとは言い難いが、少なくとも『実態の総合的研究」における教員
の意識、学習者への影響、第二言語学習の面から見ても、改善の方向に進ま
なければならないことは確かである一
　　C．カリキュラム
　『実態の総合的研究』の「大学における英語教育の主な問題点」及び「大
学における英語教育の改善すべき点」で挙がっているカリキュラムについて
考えてみたい、
　カリキュラムの構築にあたっては、学習者のニーズを分析することは必須
である（Skilbeck　l984）、しかし、学習者の要望を積極的に取り入れ、学習
意欲を喚起することは重要とは言え、それだけで良いという単純なものでも
ない　昨今の×学生の英語学習に対する要望は、概して実践的・実用的英語
学習であり、それに該当する科目としては、「コミュニケーション」「時事英語」
「語学研修」「留学」「e－learning」等が挙げられる　また、これらは少なから
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ず社会全般が大学の英語教育に対して求めるニーズを繁栄しているものと考
えられる、そうなると、学習者（あるいは社会全般）が求めるニーズをその
ままカリキュラム編成に取り人れるだけで、学習者の学習意欲が喚起され、
さらには（実用的？）英語力の習得が効果的になされるのであろうか　この
問いに対して、大学における英語教育という原点に立ち返って考えてみると、
以下の報告を今．・度、傾聴しなければならない　（引用中の「以上の要素」は、
上記のような実践的・実用的と言われる英語学習科目を指す）
　「ここで問題となるのは、以ヒの要素は特に大学という場でなくとも、ど
のような教育機関のカリキュラムとしても通用する普遍性を有していること
である、東京の渋谷駅周辺だけでも何百という民間の英語学校が林立してい
ると言われるが、その英語学校のカリキュラムも多くは「コミュニケーショ
ン」を目的とし、ネイティヴ講師による「英会話」を宣伝している、という
ことは、大学であろうとなかろうと、英語教育というのはすべからく同．・の
カリキュラムとなるのであろうか？あるいは、そうなることを社会から強要
されている、もしくはそうなることを運命として甘受する、ということなの
であろうか？」
（．鳥自司2004）
　大学における英語教育が、学習者を含めた社会的要請だけにカリキュラム
決定の判断基準を頼る傾向に対する警鐘である　確かに、学習者のニーズを
分析することは重要であり、それが社会全般の要請を反映したものであるこ
とを認識する必要はある、しかし、それだけがカリキュラム構築にあたっ
て頼る全ての要素ではない！．大学教育は英語に限らず、長期的視野に立っ
て学習に必要な教育を提供するという責任を負っている　学習者が主体的に
「知」を求めるために、内発的な学習動機を開発するための教育を施すのが
大学教育の根本であるとすれば、カリキュラム構築の際に、学習者ニーズの
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分析の他、1一大学にしか出来ない教育」を常に留意しなければならない
3．学習意欲に関わる要素
　一般的に「学習意欲」とぱ、学習者が白らの意思で学ぼうという態度を助
長する情意的な要素が該当すると考えられる　これまで、第二言語学習に限
らず、認知心理学・教育心理学・社会心理学等の諸分野において「学習意欲」
に関する定義、考察が行われてきた　その結果、学習者が「学習意欲．を表
出させる要因は多様で複雑であることが明らかとなっている　このことは、
学習者に対して行った個別アンケートの回答結果を見ても同様である　ただ
し、共通して言えることは、当然とは言え、学習意欲が低い学習者は、総じ
て学習到達度が低い、もしくはそのことを自覚しているケースが多いという
ことである
　本章では、学習者、特に非英語専攻大学生に対して行ったアンケートをも
とに1、類例が多い典型的なケースを5つ取り上げ、学習意欲を向上・喚起
する事例を検証する一
　　事例1～「達成動機」型
　経営学専攻の学生Aは、大学に人り初めて外国人教帥による英語の授業
を受けた　外国人と英語で会話をすることに、初めは不安感を持っていたが、
テキストに載っていた表現を使って、ゆっくりではあるが教帥の質問に応答
した　すると、教師がAの答えを理解してくれた一不安感を抱いていた英
語による会話であっても意思が通じたことで、練習次第では英会話が多少な
りとも上達するのではないかと、僅かではあるが期待が膨らんだ
　専攻を問わず、ほとんどの大学生が「英語には自信がないが、簡単な英会
話が出来るようになりたい」という欲求を潜在的に持っていることは確か
である　基礎的な学力が不充分な大学生であっても、この欲求は高い　「英
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会話が出来る」とは、どの程度の到達度を指すのか不明であるが、社会全
般が持つ「英語力＝英会話力」という漠然とした観念が到達度の低い学生
にも浸透しているのは興昧深い　しかし、英会話に関して潜在的に持って
いた欲求を、ささやかながら満たしたというAの経験は、学習意欲を向上
させる上で、充分な初期動機と成り得る　これは、達成動機（achievement
motive）として知られるものである・達成動機によって引き起こされる行動
には、必然的に成功・失敗の結果が伴う、学習者の成功体験・失敗体験は、
達成動機を構成する主要な要素になる　学習者の成功体験は、その後の類似
場面に遭遇した際に、学習意欲に対して肯定的な影響を与えることは広く知
られているし、さらに高次元の成功体験を求め、より難易度の高い行動を自
発的に設定するようになる一
　本事例は、達成動機が効果的に学習意欲向上に繋がった典型であるが、裏
を返せば「失敗体馬剣によるマイナスの効果が現れることも充分に留意すべ
きである。失敗体験は、成功体験を文字通り裏返すように、類似場面に遭遇
した際に、さらなる不安感を学習者に与え、積極的な行動を阻害する要素と
なる、外国語学習において、不安感は学習者の意識を言語そのものよりも、
その形式に向けてしまう（Hoffman　l　986）という指摘を待つまでもなく、発
音や文法の間違いに不安感を抱き、積極的なコミュニケーション行動を取ろ
うとしないという弊害を助長するのである
　　事例2　～「学習活動の手段・目標の再認識」型
　情報工学専攻の学生Bは、高校・大学を付属校推薦で入学し、受験勉強
を行った経験が一切ない．従って、基礎力がないことを自覚しているばか
りか、「受験英語」を経験していないことに対して、劣等感さえ抱いていた一
事実、入学後、購入したテキストを捲ってみても殆ど理解出来ない　このま
までは、単位取得が困難になると思い、思い切って担当教員に相談してみた、
すると教員は、「毎年、同じような学生は何人もいる。まずは、毎週実施す
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るテキストの分からない箇所を事前にノートに書き出し、何故分からないの
か自分なりにまとめて、毎回提出しなさい　君の場合は、それで良いと思う、」
と言ってくれた自分のような学生に対しても配慮してくれる教員の態度と、
自分なりの予習方法を明確に指示されたことで安心感を持つことが出来、当
該年度を通して、「予習ノート」の提出を続けた、
　前章でも言及した通り、原因の追求という問題は別として、英語に限らず
大学生の学力低下は、今日深刻な問題である．また、「学力低下論争」がマ
スコミ等で広く報道されているためか、一般的に大学生自身も自らの学力に
対して自信を喪失している傾向があるようである　問題は、この自信の喪失
が英語学習に対する「非友好的態度」につながる主要因となっていることで
ある。後述するが（事例4）、概して高等学校における英語教育では、是非
はともかく「×学受験」が学習動機の主要な要素であることは否定出来ない一
これは言い換えれば、「大学受験」がなければ、基礎力を習得する機会が著
しく失われる可能性があるということである、事実、本事例に見られるよう
に、そのことを充分自覚し、さらには当初から自信を喪失している学生の数
は、教員が想像する以上に多い一
　この種の問題を抱えた学習者に対しては、教員の個別的な対応が求められ
ることは言うまでもない，英語学習に対する自信の喪失が、「非友好的態度」
につながり、最終的に学習意欲を喪失するという連鎖を断ち切るためにも、
教育的配慮が充分になされる必要がある、また、リメディアル教育等の体制
を早急に整える必要もあろう・
　　事例3　～「学習活動に対する好意的態度の表出」型
　法学専攻のDは、英語の実力には自信がないが、ネィティヴスピーカー
教師による授業は好きである　何故なら、他の授業と異なり、英語の歌を聴
いたり歌ったり、ゲームをしたり、ビデオを観ながら教師から出される質問
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に答えたりと、毎1［コ1「飽きる」ことがなく楽しいからだ　また、授業に参加
しているという充実感もあり、必ず課せられる宿題も苦にならない＝
　以前より、ネィティヴスヒーカー教員による本事例と類似形態の授業運営
が少なからず報告されている。このような授業形態を、全てのクラスで導人
することには些か疑問の余地はあるが、非英語専攻クラスにおける・授業形
態としては効果的である側面も否定することは出来ない　非英語専攻クラス
では、往々にして学習者間で英語学習に対する意欲に個人差がある＝意欲が
低い学習者の中には、英語学習に対するそもそもの動機付けが不鮮明な者も、
潜在的に相当数含まれている、このような状況で、学習者の自発的な授業参
加態度を助長することが最優先されなければならないとすれば、本事例に見
られるような授業運営は、成功例の1つと言えるであろう．類例として、次
のような報告（Gainer　2003）もあり興昧深い、
　It　is　a　welLknown　fact　that　the　motivatlona川evei　of　students　studying　English
at　Japanese　universities　varies　greatly．　My　1’eeling　is　that　there　are　slgnillcant
individual　ditTercnces　among　students　in　any　departmenl、　and　non－English
majors　are　usually　Inuch　more　difficult　to　motivate　than　students　nlajoring　ill
English　or　a　related　field．　I　am　always　pleasandy　surprised　when　I　use　the　video
approach　described　in　this　article、　bccause，　without　faiL　a　number　of　gtudents
who　are　the　least　likey　to　volunteer　dur｛ng　other　activities、　begin　to　rajse　their
hallds　and　participatc　actively．
　本事例に見られるように、学習環境・活動に対する興味・関心から、学習
意欲の向⊥に繋がるケースは少なくない．一般に、授業内での学習活動が4
つの要素、すなわち「関心（interest）」、「関連（relevance）」、「期待（expectancy）」、
「満足（satisfaction）」を1満たすとことによって、学習意欲の向上が期待出来
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ると考えられる（Keller　1983：Dornyei　1994）　Dは、受講しているネイティ
ヴスヒーカーの授業で、「・一■の授業は好き」「飽きることがなく・■■」「…
という充実感」から推察される通り、明らかに「関心・期待・満足」の条件
を満たしていると考えられる　また、「一・の授業は好き」は、英語学習に
対する好意的態度を表しており、既に見たGal’dncrの「外国語学習の成否に
影響するmotivationdにとって望ましい状態にあることが分かる．
　上記Gainerの指摘にもある通り、類例の授業形態は非英語専攻クラスで
特に有効性を発揮すると考えられる　映画やドラマ等の映像媒体を1つの
ツールとして有効活用することは、学習者の授業に参加することに対する大
きな動機付けになる（國吉2005）　今後は他の授業との関連性（文法・語法・
英語学的背景知識等の英語カリキュラムにおける共通事項）を学習者に対し
て明確に伝える方策が成されれば、より効果的な学習結果に結びつくことが
期待される
　　事例4　～「自己実現と学習動機の一・致」型
　物質化学工学専攻のCは、大学入学後、英語学習に対する積極的な目標
を見つけることが出来なかった一しかし、TOEICの点数が就職時に影響す
ることを知り、問題集を購入し少しずつ勉強し始めた英語に関しては「受
験科目」以ヒの具体的な目標を明確に見出すことが出来なかったが、TOEIC
という大きな柱により、自発的な学習意欲が生まれつつある
　近年、TOEIC・TOEFL等を意識したカリキュラムを積極的に導入してい
る大学が増加している　「TOEIC対策」等の名称をそのまま付けた講i義を開
講している例も少なくない　これらの検定試験に対し、いわゆる「実用英語」
の実力を客観的に判断する要素として、社会的認知、要請が増加するにつれ
て、この傾向はますます顕著なものとなろう　従って本事例に見られるよう
に、TOEICやTOEFLに学習目標を見出し、自発的な意欲が引き出される
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ケースは想像以上に多いTOEICやTOEFLに代表される検定試験によって、
学習者が白発的な意欲を引き出される要因としては、次の項Flが考えられる．
［
1
↓
将来的な白己実現（就職・留学等）のための必須要件である
達成度の点数化により、明確に短中期的目標設定を行うことが出来る
達成度の点数化により、心理的負担が少ない（不合格判定がない）
評価基準の客観性が示されている
情報環境・学習環境が整備されている
　本事例は、1によ一）て自発的な学習意欲を啓発された典型である　TOEIC
等の検定試験は「×学における英語学習が、自己実現に関して、どのように
利益があるのか」という学生から発せられる答え難い疑問に対して、ある意
昧、明確な回答を備えている　特に非英語専攻の学習者は、英語学習そのも
のの意義が不明確な場合がある　これは、先のGaincrの報告にもある通り、
いわゆる「実用英語」と呼ばれ、主にネイティヴスヒーカー教師が担当する「英
会話」や「聴解練習」系の授業においても同様に見られる傾向である，一口
に「実用」と言っても、それが将来的にどのように「実用」であるのか、学
習者に対して明確に提示されなければ、あるいは学習者が認識しなければ、
「実用」の意昧は殆ど失われる一言い換えれば、「実用」の定義が不明確なま
までは、英語学習に対して非好意的な学習者にとっては、従来の英語学習と
何ら変わるところがないということになる
　TOEIC等の検定試験が、「実用英語」の力を客観的に判断する1つの指針
として、社会から広く期待される傾向であることは、昨今の情勢を鑑みても
間違いはない　検定試験の結果が、就職や留学といった将来的な自己実現と
密接な関係があるという事実は、学習者にとって「英語学習の意義」を認識
する意味では、かなりの説得力があり、意欲を喚起する主要因として重要な
役割を果たしていると思われる　また、e－learning、インターネット教材か
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ら一般書店で購入出来る参考書・問題集に至るまで、学習環境が比較的整備
され、学習者の利便性が高まる1頃向にあることも大きい　これらの学習環境
の整備は、学習者の持続的な（授業外での）学習行動を支援する要素となる、
　各検定試験に関連した科目を、積極的に大学のカリキュラムに取り入れる
動きには賛否があるが、少なくとも、学習者の意欲を喚起する1つの有JJな
手段であることは間違いない　本事例に見られるように、TOEICを通して
英語学習の意義を再発見する例は、予想以ヒに多い　このことを踏まえれば、
積極的に各検定試験をカリキュラムに取り入れる（利用する）ことはなくて
も、学習意欲を喚起する1つの手段・契機として、学習者に認知させること
は有効であろう、
　　事例5～「学習に対する自信回復」型
　経済学専攻のEは、×学の英語の授業内容が殆ど理解出来ない　自分な
りに努力しているつもりであるが、授業中に指名されて答えても、周囲の学
生は正解するのに、白分は殆ど不正解になってしまう　単位取得に関してか
なり不安感があり、打開方法が見つからないまま、半ば次年度以降の単位取
得を意識するようになる　そのような状況で、たまたま大学院生が指導する
補習授業が開講されている事を知り、友人に誘われるままに参加してみた
参加者同士で課題を話し合って解決するという形態であったが、参加者の殆
どが自分の英語力と同等か、あるいは自分より劣ることに気が付いた　話し
合いを進める中で、時折自分の出した意見が、出された課題に対する正解で
あると、他の参加者から褒められた　それが何回か続くうちに、話し合いの
中で、参加者が先ずEの意見を求めるようになった　それが嬉しくて、毎
週欠かさず補習講義に参加している
　学習意欲を啓発する要素の1つとして、集団内での所属感・役割達成感の
充足（Masiow　1970）がある　本事例のように、英語学習の達成度が同じ程
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度の学習者で形成される集団の共同作業過程において、「意見を求められる」
役割を担うことで、Eが得た白信は想像に難くない
　大学の教室内において、学生間の極端な学力差というのは、考えられない
ことであったが、学生全体の学力低下、入試形態の多様化等の諸事情を踏ま
えると、決して看過することの出来ない懸案事項になりつつある　しかも本
事例に見られるように、同じ教室内での学力差に関しては、教員以上に学習
者は敏感である・
　共同で行う学習活動を通じて感じる学力差に関する劣等感は、学習者に対
して想像以上の心理的不安要因となる　その不安要因を取り除く意昧でも、
本事例に見られる「補習クラス」は少なからず成功を収めているが、これを
制度的に確立するとなると、「習熟度別クラス」の編成に行き着くであろう・
学習者の到達度に応じてクラス編成を行い、学習活動を行えば、心理的不安
要素の軽減、効率的な学習指導を行う利点があることは明白であるが、以下
のような問題点もある・
⑦　学習到達度を客観的に測定することが困難
2’到達度の基準設定からクラス数の決定、教員確保までの時間的不足
3　到達度に応じた教材開発の不備
吐、　クラス間における評価基準に対する不公平感
こ　クラスの再編成時期の判定が困難
　．L記のような主要項目以外にも、多くの課題が残る可能性があるが、少な
くとも、効率的な学習指導と学習者の心理的不安軽減・学習意欲向上には、「習
熟度別クラス」に期待される部分は大きい　事実、本事例の他に、実際に「習
熟度別クラス」を大学の語学教育に導入した結果として以下のような成果も
報告されている
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　自分の学力に合ったクラスでの楽しい、気づく、使う授業を通して、学生
に「やればできる」「できるようになった」という意識が芽生え、英語学習
意欲が高まりつつある　（樋口他2004）
　2005年春に「日本リメディアル教育学会」が発足し、いわゆる×学での「補
習教育」に関心が集まりつつある　今後、リメデfアル教育に関しては体系
的・学術的研究が幅広く行われると思われる．将来、リメディアル教育の必
要性がさらに高まり、×学教育の場に制度的に広く取り人れられるようにな
れば、個々の教員の教育・指導能力がさらに求められるようになるであろう4．
4．最後に
　英語教育に限らず、指導者が学習者の学習意欲を常に高めようとする教育
的配慮は常に必要である・そのために授業アンケート等を通じて、常に学習
者の動向・心理的欲求を把握しておくことは言うまでもないが、出来うる限
り個別的な事象に目を向けることが肝要である　本稿の冒頭でも記したよう
に、学習動機の表出・向上は、常に多様であるからである．本稿で取り上げ
5つの事例は典型例であり、その他にも学習意欲を向Ll（あるいは減退）さ
せる要因は数多くあると思われる．
　語学教育の理論・技術が将来的にどのように整備されていくのか、あるい
は大学における英語教育のあり方がどのように変化していくのか、予測する
のは困難である　しかし、どのような状況であれ、語学習得には学習者の自
発的な意欲に多くを頼らざるを得ないことには変わりがない　従って、いわ
ゆる英語教育論研究と並行して、本稿で示したような教育心理的研究も従来
以ヒに手厚く行われる必要があろうし、また両者が融合した形での研究も望
まれる．
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注）
t）　「．一般に、言語は誰かに教えてもらうものではない　自分で学び取るも
　　のである。学ぶ側に学ぶ意志と継続的な努力がなければ、周りの者がい
　　くら懸命になろうともだめである、言語学習にとって最も大切なのは、
　　学習する側の主体性であるJ（lll田2005）
2）例えば、英語関連の科目を全てTOEIc対策に対応するものにしている
　　×学もある。×学教育のあり方という根本的な問題、あるいは教養教育
　　の放棄ということを考えれば、首を傾げざるを得ないt：
3）　非英語専攻の×学生312人に「英語学習に関して、自発的な学習意欲を
　　喚起させられた具体的な要因」についてのアンケートを行った．
4）　リメディアル教育にe－learningが効果的であるという報告も幾つかある
　　が、それには教員の適切な指導が不可欠であることは言うまでもない＝
　　「流行」というだけで拙速にe－learningに飛びつき、以下のように何ら
　　教育的配慮がなされなければ効果は半減する、
　「e－learningは、自分のレベルから、自分のペースで勉強でき、しかも成績（の
伸びぐあい）を見ることができるので、自学習に適している　特に、自分で
は英語の学習方法を構築できなかった「落ちこぼれの」学生のためのリメディ
アル教育には向いている。反面、教員が責任を深く考えずに、手を抜こうと
学生を自由放任したら、ほとんど効果がでにくいといえる、」（酒井2005）
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